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大

谷

照

裕

一
般

に

「倫
理
」
と
は
、
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
道
、
世
俗
に
於
け
る

人
間
の
行
為

・
生
活

・
道
徳
に
関
す
る
正
し
き
価
値
規
範
と
さ
れ
、
ま

た
和
辻
哲
郎
氏
に
よ
れ
ば
人
間
の
主
体
的
な
自
己
を
保
ち
な
が
ら
、
人

と
人
と

の
間
柄

の
秩
序
を
維
持
す
る
と
い
う

「人
間
存
在
論
」
で
あ
る

と
規
定
さ
れ
る
。

倫
理
が
人
間
存
在
論
で
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
人

間
の
生
命

の
尊
厳
性
を
第

一
に
、
世
界
の
平
和
、
よ
り
良
き
社
会
の
発

展
、
豊

か
な
人
間
関
係
等

の
実
現
を
空
極
の
目
標
と
し
、
そ
の
理
想
社

会
実
現

の
手
段
と
し
て
、
我

々
は
政
治

・
経
済

・
科
学
等
の
社
会
倫
理

を
重
要
視
し
、
ま
た
我

々
自
身

の
日
々
の
生
活

・
生
き
ざ

ま

と

し

て

の
、
個
人
の
倫
理
を
も
問
題
と
す
る
。

扱
て
、
周
知
の
通
り
日
本
に
於
て
は
、
今
日
ま
で

「
儒
教
倫
理
」
が

こ
れ
ら
倫
理
観

の
依
拠
と
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
き
た
分
け
で
あ
る
が
、

現
代
の
日
本

の
有
り
様
を
客
観
的
倫
理

(道
徳
)
の
立
場
か
ら

考
察
す

る
に
、
世
俗
社
会
は
戦
後

の
近
代
化
の
波
と
共
に
押
し
寄
せ
た
極
端
な

利
益
追
求
社
会
、
人
間
疎
外
を
も
た
ら
す
無
道
徳
な
社
会
を
形
成
し
つ

つ
あ
る
。

更
に
は
、
国
家
的

・
人
種
的

・
経
済
中
心
的
社
会
集
団
と
表
象
さ
れ

る
こ
の
非
倫
理
的
現
代
社
会
は
、
個
人
の
理
想

・
主
体
的
自
己
を
も
触

み
、
そ
の
道
徳
的

・
社
会
的
行
動
に
対
し
て
も
制
約
を
加
え
る
。

従
前
の
倫
理
道
徳
観
は
崩
壊
し
、
新
た
な
倫

理
道
徳
依
拠
確
立
が
急

務
と
な
り
、

こ
こ
に
仏
教
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ

る

に

至

る
。
即
ち
先
の
人
間
存
在
論
と
同
様
、
人
間
の
生
命
の
尊
厳
性

・
幸
福

を
目
標
と
し
た
、
人
間
の
真
の
救
い
を
説
く
仏
教

(真
宗
)
の
中

に
、

真
実
の
実
践
論
理
と
道
義
と
を
兼
ね
備
え
た
絶
対
倫
理
観
構
築
を
求
め

(1
)

る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
宗
教
と
世
俗
倫
理
と
の
関
係
は
、
キ
リ
ス
ト
教
史
上
に
於
て

は
特
に
近
代
以
降
、

顕
著

に
試
探
さ
れ
る
所
で
あ
り
、
激
変
す
る
現
代

(2
)

社
会
と
の
対
話
を
唯

一
可
能
と
す
る
所
で
あ
る
が

一
方
仏
教
の
側
は
、

塩
尻
公
明
氏
の

「
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教

々
団
に
比
較
し
て
、
仏
教
教
団

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

平
成
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(3
)

は
著
し
く
見
劣
り
が
す
る
」
と
の
指
摘
通
り
、
現
実
的
諸
問
題

(世
俗

倫
理
)
に
答
え
る
積
極
性
が
希
薄
で
あ
り
、
特
に
真
宗
に
於

い
て

「
世

俗
問
題
」

は
、
正
し
く
在
家
仏
教
と
し
て
の
必
須
課
題
で
あ

り

な

が

ら
、
そ
の
対
応
の
立
ち
遅
れ
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。

親
鶯
は

『
御
消
息
集
』
に
於
て
、

「仏
の
御
恩
を
お
ぼ
し
め
さ
ん
に
、
御
報
恩
の
た
め
に
御
念
仏
こ
こ
ろ
に
い

れ
て
ま
ふ
し
て
、
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
と
お
ぼ
し
め
す

(
4
)

べ
し
と
そ
、
お
ぼ
え
さ
ふ
ら
ふ
」

と
、
真
宗
要
義
と
し
て
の

「報
恩
行
」
を

「社
会
平
和

・
仏
法
弘
通
」

と
い
う
二
側
面
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
の
実
践
と
し
て

「自

(5
)

信
教
人
信
」
の
立
場
を
明
確
に
し
、
ま
た
数

々
の
御
文
に
よ
り
世
俗
に

対
す
る
真
宗
倫
理
観

の
基
本
構
造

・
理
解

の
方
向
性
を
顕
示
し
た
。

し
か
し
、
現
代
真
宗

(学
)
に
於
て
は
時
機
相
応
す
る
開
示
は
み
ら

れ
ず
、
「
世
俗
倫
理
」
と
称
し
て
は
単
純
形
式
的
に
釈
尊
や

親

鷲
、
ま

た
七
祖
の
教
え

の
中
に
適
当
な
御
文
を
捜
し
次

々
に
引
用
し
て
は
、
仏

の

「
慈
悲
」
や

「無
我
」

の
名

の
元
に

「他
人

へ
の
思
い
や
り
」
・
「
忍

端
」
・
「
信
頼
」
・
「
道徳
」
等
の
倫
理
徳
目
を
全
面
に
掲
げ
、
過
去
の
カ

リ
ス
マ
的
支
配
を
現
代

に
引
き
ず
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
真
宗
世
俗
倫

理
の
根
幹

た
る
も
の
と
し
て
、
無
意
識
の
内
に
社
会
に
押
し
付
け
る
に

留
ま
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様

に
現
代
に
於
け
る
真
宗

の
社
会

(倫
理
)
に
対
す
る
ア

フ

ロ

ー
チ
は
、
過
去
の
人
格
的
関
係
で
結
ば
れ
た
小
規
模
社
会
で
の
個
人
的

な
救
い
で
し
か
な
く
、
社
会
を
組
織
や
構
造
や
制
度
、
更
に
は
世
界
観

を
伴

っ
た
現
代
的
視
点
で
捉
え
る
全
体
的
総
合
的
観
点
が
欠
如
し
た
近

代
以
前

の
対
応
に
、
今
尚
終
始
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
現
代
社
会
は
、
親
鷺
の
生
き
た
時
代
と
は
遙
か
に
異
な
り
、

世
界

・
人
種

・
政
治

・
経
済
的
に
も
複
雑
に
絡
み
合

っ
た
機
構
に
よ
っ

て
成
立
す
る
巨
大
化
し
た
有
機
体
で
あ
る
。
人

々
は
日
々
、
世
俗
の
制

度

(法
律
)
の
中
に
生
き
、
そ

の
一
挙
手

一
投
足

は
絶
体
に
政
治

や

経

済
、
世
俗
的
価
値
と
は
無
関
係
に
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
真
宗

の
対
世
俗
に
関
す
る
消
極
性
を
、

こ
う
し
た

社
会

の
目
ざ
ま
し
き
変
化

の
故
、

ま
た
社
会
的
価
値
観
の
転
変
に
伴
う

仏
教
的
規
制
力

の
減
退
等
に
全
て
起
因
す
る
と
し
た
論
は
少

々
暴
論
で

あ
り
、
世
俗
に
対
す
る
真
宗
発
揮
の
遅
滞
理
由

は
こ
の
様
な
社
会
事
情

(
6
)

(外
的
要
因
)
に
少

な

か
ら
ず
関
係
す
れ
ど
も
、
そ
の
根
本
要
因
は
真

宗
理
解

の
誤
信
に
大
い
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
我

々
は
認

め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

前
述

の
様
に
、
倫
理
と
は
現
実
の
人
間
存
在
論
を
問
題
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
規
範
は
あ
く
ま
で
も

「現
世
」

に
基
礎
を
置
く
も
の
、

即
ち
、
倫
理
と
は

「現
実
社
会
の
肯
定

(俗
諦
?
)
」
を
大
前
提
と
す
る

所
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
倫
理
に
対
し
、
現
世
を

「
そ
ら
ご

と
、

た
わ
ご
と
、
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
き
」
と
否
定
し
つ
つ
、
そ
の
報

恩
実
践
と
し
て

「社
会
平
和

・
仏
法
弘
通
」
と

い
う
二
つ
の
側
面
を
有

す
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
深
遠
な
る
親
鶯
思
想

の
史
的
誤
用

・
即
ち
真
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宗

(親
鷺
以
後
)
の
二
元
論
的
発
想
が
こ
こ
に
問
題
と
さ
れ

る

の

で
あ

る
。
そ
れ

は
即
ち

「
真
俗
二
諦
」
の
問
題
で
あ
り
、
現
代
倫
理
観
考
察

に
当
た
り
、
早
急
に
克
服
す
べ
き
真
宗
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
確
信
す

る
。そ

こ
で
今
回
の
研
究
発
表
に
当
た
り
、
こ
の
真
俗
二
諦
論
に
対
し
、

現
代
倫
理
観

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
若
干
の
史
的
考
察
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
、
現
代

に
於
け
る
真
宗

の
対
世
俗
問
題
の
取
り
組
み
を
再

認
識
す
る
も
の
で
あ

る
。
(尚
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
は
割

愛
さ
せ
て
戴
く
。)

(7
)

周
知
の
通
り
、
時
代
は
真
俗
二
諦
に
於
て
、
仏
法
・
王
法
を
論
じ
、

そ
の
関
係
を
鳥

の
翼
・
車

の
両
輪
に
例
え
、
世
界
を

「
真

な

る

も

の

(真
諦
)
」
・
「
俗な
る
も

の
(俗
諦
)」
と

の
二
つ
の
領
域
に
分
別
し
、
そ

の
二
諦
相
資
相
依
の
関
係
を
明
か
す
こ
と
に
於
て
、
時
の
権
力
と
の
共

存
を
計
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
史
的
考
察
を
加
え
る
に
、
そ
も
そ
庵
親
鶯
に
は
こ
れ
ら
の
分

別
は
存
す
る
も
の
で
な
く
、
「
真
諦
」
と
は
社
会

一
般

(全
体
)
が
真
宗

的
表
象
を
推
敲
・
錬
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
共
同
の
伝
統
や

感
動
及
び
意
義
あ
る
対
象
に
関
す
る
感
情
等
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
集
合

的
状
態
が
関
与
し
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方

「俗
諦
」
と
は
我

々
が
地
域
社
会
、

ま
た
各

々
自
己
の
感
覚
や
経
験
の
所
与
を
も

っ
て
、

独
自
に
真
宗
を
こ
の
個
人
的
印
象
を
素
材
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
即
ち
、
こ
の
二
諦
論
は
そ
の
認
識
主
体
が

「全
体
」
と

「
個
人
」

と
い
う
違
い
こ
そ
在
れ
、
世
俗
サ
イ
ド
の

一
般
的
真
宗
認
識
論
に
他
な

ら
ず
、

そ
も
そ
も

真
の
真
宗
的
世
界
観

(仏

親
鷺
の
次
元
)
に
於

て

は
、

こ
の
二
諦
は
分
別
な
く
同
義
で
あ
る
。(8

)

こ

こ

に
従

前

の
真

俗

二
諦

に
関

す

る
諸

論

を

再

考

し
、

一
元

論

や

二

元
論

で
も

な

い
新

た

な

る
第

三

の
道

を
模

索

し

開

示

す

る

こ

と

に

依

り
、

は
じ

め
て

真

宗

現
代

倫

理
観

へ
の

ア
プ

ロ

ー
チ
が

可
能

と

な

る
も

の

と
確

信

す

る
次

第

で
あ

る
。

1
 
R
・

タ
ゴ
ー

ル
、
F
・
フ

ェ
ソ
ツ
ル
、
E
・

ゴ
ン
ゼ
、
清
沢
満
之
、

西

田
哲
学
等

の
主
張
す
る
所
。

2
『

プ

ロ
テ

ス
タ

ン
テ
ィ
ズ

ム
の
倫
理
と
資
本
主
義

の

精

神
』
M
・
ウ

ェ

ー
バ

ー
等

の
諸
論
参
考
。

3
『

社
会
改
革

と
宗
教
的
真
理
』

4
『

真
聖
全
且
』
6
り
刈
頁

5
『

真
聖
全
H
』
5
9
・
9
8
・
1
5
4
・
1
6
5
・
1
8
・

5
2
7
・
6
8
2
・
6
90
・
69
1
頁

等
6
 
と
か
く

「
死
後
」
を
問
題
と
し
、

仏
教
を
厭
離
稼
土
・

欣
求
浄

土
的
思

想
と
す
る
社
会
認
識

に
も
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
。

7
 
明
治
二
年
九
月
発
布
、

広
如
上
人
綱
書
以
後
顕
著

に
み
ら
れ
る
。

8
「

真

俗

一
諦
・
真

俗
並
行
・

真
俗
関
連
・

真
諦
影
響
・

俗
諦
方
便

説
」

等

の
諸
論
を
も
含

め

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

真
俗

二
諦
、

倫
理
、

世
俗

(
龍
谷
大
学
研
究
生
)

真
俗
二
諦
史
的
考
察

(大

谷
)
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